
【令和６年度様式】 

様式第１の２号（第６条関係） 

事 業 計 画 書 （ 継 続 事 業 申 請 用 ） 
申請団体名:               

事 業 名  

事 業 の種類 

（○で囲む） 

(１) まちづくり活動〔 ①市民公益活動 ・ ②コミュニティ活動 〕 

(２) 伝統文化活動   

(３) 課題解決協働活動（テーマ名：                  ） 

(４) 広域コミュニティ活動 

事 業 目 的 

（★目的、必要性を記載して下さい） 
 
 
 

事 業 内 容 
①日時 

②場所 

③事業スタッフ 

④実施内容 

⑤実施手段 

⑥対象者 

⑦成果品等の活

用方法 

 

などを出来るだ
け具 体的 に記
載して下さい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

今年度からの

新 し い取組 

 
 
 
 
 
 

前年度事業の 

自 己 評 価 

 
 
 
 
 

事 業 実施で 

期 待 される 

効  果 

 
 
 
 
 

今後の助成希

望 の 有・無 
有 ・ 無 助 成 年 数      年目 

※ 団体の構成員、目的・予算・過去の実績等が分かる資料を添付すること。 
※ 事業内容は具体的に記載すること。また成果品等がある場合は、その活用方法等も記載すること。 
※ 収益金等が見込まれる場合は、収支予算書の「収入の部」にも記載すること。 



【令和６年度様式】 

様式第１の２号（第６条関係） 

事 業 計 画 書 （ 継 続 事 業 申 請 用 ） 
申請団体名：○○町花のまちづくりボランティア会 

事 業 名 ○○町花のまちづくり事業 

事 業 の種類 

（○で囲む） 

(１) まちづくり活動〔 ①市民公益活動 ・ ②コミュニティ活動 〕 

(２) 伝統文化活動   

(３) 課題解決協働活動（テーマ名：                  ） 

(４) 広域コミュニティ活動 

事 業 目 的 

（★目的、必要性を記載して下さい） 
 ○○町内の歩道にガーデンプランターを設置し、一年中花のある空間を創出し、潤
いのある明るいまちづくりを目指すとともに、参加者同士の交流及びコミュニケーシ
ョン創出の場をつくることで、地域の活性化を図る。 

事 業 内 容 
①日時 

②場所 

③事業スタッフ 

④実施内容 

⑤実施手段 

⑥対象者 

⑦成果品等の活

用方法 

 

などを出来るだ
け具 体的 に記
載して下さい。 

①日時：○○年〇月から毎月第１・第３土曜日 ８時半から 11 時 
②場所：地区内の歩道及び児童公園 
③スタッフ：会員○名、地区住民○名 
④実施内容： 
・地区内の歩道へのガーデンプランター設置、水やり、施肥、植え替え 
・○○地区花いっぱいまつりの開催 

  児童公園に植えた花が満開になる時期に、当公園にて子供から高齢者までの交流
イベントを開催。地域での活動を PR するよい機会となり、活動が地域外にまで波
及するきっかけとなるよう、周知を図る。 

 ・家庭植栽の啓発活動を行い、各家庭で植栽が行われることで、地域全体が花にあ
ふれたまちとなることを目指す。 

⑤実施手段：当団体を中心に、地区内の各団体や農業従事者等の協力を得ながら、活
動を実施 

⑥対象者：当面は地域内の住民だが、いずれは近隣地区住民まで拡充していきたい。 

今年度からの

新 し い取組 

 昨年度までは、主にガーデンプランターの設置及び花いっぱいまつり等により、地域
住民に「見て楽しんでもらう」活動を中心に行ってきたが、今年度は、各家庭において
植栽を行ってもらえるよう、啓発活動を行いながら、一人ひとりが花のあふれるまちづ
くりに取り組んでもらえるような活動を展開する。 

前年度事業の 

自 己 評 価 

 ガーデンプランターについては、計画どおり設置が進み、維持管理についても、団
体をはじめ、地域の皆さんの協力により、たえず花のある環境づくりができている。 
 花いっぱいまつりについては、参加者の多くが地域住民であったため、次回は、周
知方法や開催時期等を検討し、さらに多くの参加者が望まれるよう取り組みたい。 

事 業 実施で 

期 待 される 

効  果 

・花のあふれる地域にすることで、やすらぎと潤いのあるまちづくりが進み、住民は
もとより、地区外からの来訪者もそれを感じることができる。 
・様々な団体及び世代が協力して活動することで、これまでになかった交流が生まれ、
コミュニティ活動の促進が図られる。 
・イベント開催により、地区外からの参加者等の交流人口を増やし、この地区のよさ
を PR することができるとともに、さらに活発な活動が期待できるようになる。 
・実際に活動してみることで、自然の大切さを改めて実感でき、「自然を愛する心」 を
育てることができる。 
・プランター設置数を現在の 50 箇所から 80 箇所に増やす。 

今後の助成希

望 の 有・無 
有 ・ 無 助 成 年 数  ２年目 

 
※ 団体の構成員、目的・予算・過去の実績等が分かる資料を添付すること。 
※ 事業内容は具体的に記載すること。また成果品等がある場合は、その活用方法等も記載すること。 
※ 収益金等が見込まれる場合は、収支予算書の「収入の部」にも記載すること。 


